
 

巻 頭 言 

「地域に愛され、子どもの成長を育む生活の場」 

                          校長 門眞 義弘 

 

 今年の冬は札幌方面で降雪量が多く、除雪が

追いつかないと聞いていましたが、旭川はそれ

ほどでもないと思っていました。しかし、帳尻

は合うもので、旭川にも札幌に負けない程の雪

が積もり、ビリッと寒い旭川らしい冬を味わわ

させていただいております。 

 さて、令和 7 年度も終わりを迎えました。寄

宿舎の卒業生は、小 6 の A さんと中 3の D さ

んの２人です。本当におめでとうございます。 

 特に D さんは、幼稚部３歳から寄宿舎で過ご

しました。12 年間寄宿舎生活をしたことにな

ります。お父様、お母様と離れて過ごし始めた

ときは、寂しいこともあったでしょう。よく頑

張りました。これからの新しい生活の中で先ず

はやりたいことを見付け、それに向けて一心不

乱に頑張ることができれば、高校時代は輝きを

放つことでしょう。心から応援しています。 

 また、遠隔地に住む保護者にとってみれば、

本校への送り迎えをすることだけでも大変だっ

たと想像します。しかし、本校で学ぶ価値を理

解してくださり、本校を信じて寄宿舎生活を続

けてくださったことに敬意を表します。 

 そんな寄宿舎生活を支えてくれたのは、８人 

 

 

の寄宿舎指導員が中心でしたが、それだけでは

ありません。旭川聾学校がある地域の皆様の支 

えがあってこそ、寄宿舎を利用する子どもたち

が安心して楽しく寄宿舎生活を送ることができ

ているのです。 

 例えば、仲良し発表会では、５人の子どもた

ちが一人ひとり生活の中で感じた自分の考えを

まとめて発表しました。その際には、お客様と

して町内会の方が複数参加してくれました。中

には交流校に通うお孫さんと一緒に参加してく

れた方もいらっしゃいました。 

 その仲良し発表会をはじめ、学校周辺のゴミ

拾いや、様々な扮装をしてハロウィンやクリス

マス会等の行事に参加してくれ、会を盛り上げ

てくれたのは、手話サークルに所属する教育大

生のボランティアです。令和６年度から本格的

に始まり、充実した活動に発展してきています。 

 また、夜間の勤務をする寄宿舎指導員（非常

勤）として、教育大生や地域の方々が 10 名勤

務され、日々子どもたちを見守り、本校を支え

てくださっております。このような多くの方に

支えられて寄宿舎はあるのです。 

 本校は、本校の価値を理解し、支えてくださ

る数多くの地域の皆様のおかげで成り立ってい

ます。地域に愛され、子どもの成長を育むこと

ができる生活の場として研鑽を積み、これから

も努力し続けていきたいと考えておりますの

で、今後とも、皆様の御理解と御協力をお願い

申し上げます。 
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各舎室より１年の振り返り 

  

 

【 １ 室 】 

 

 早いもので入舎して４年も経つのですね。小

学部２年生で右も左も分からず不安そうに入舎

してきた当時の A さんを思い出します。あれか

ら４年、手話を含めた言葉もたくさん覚えて、

分け隔てなく誰とでも積極的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする姿、困っている人や年下の

子に対して優しく関わる姿に成長を感じるとと

もに、こういった姿は今後の中学部生活で絶対

に活きます。 

A さんの素敵なところはたくさんあります

が、一つ挙げるとすれば「挨拶」です。起床後

に誰よりも元気に、そして誰に対してでも気持

ちの良い「おはよう」を交わしていました。寝

ぼけ眼でぼんやりしていたり、気恥ずかしさや

面倒臭さから挨拶を省きがちな人も見られたり

している中でも、毎朝欠かさずに気持ちの良い

挨拶をしてくれていました。挨拶は人間関係を

築く上でも、一番大切なところです。それが当

たり前にできている自分に自信を持ってほしい

と思います。 

新学期が始まる４月。「ただいま」と気持ち

の良い挨拶と、凜々しい制服姿で寄宿舎へ帰っ

てくることを楽しみにしています。 

御卒業おめでとうございます。（文責：松井） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ３ 室 】 

 

 B さんが、４月に「入学・進級を祝う会」で

地元＝遠別＝の自慢を発表してから、早いもの

で１年が過ぎようとしています。相変わらず地

元愛に溢れていて、舎室担当の二人に「きて

ね！」とお誘いの言葉を掛けてくれたり、iPad 

 

で地元の情報をゲットして教えてくれたりと楽

しく３室内で話をしました。 

また、仲良し発表会では博士のように電線に

ついて語り、聴衆の皆さんに感心されましたね。

お散歩や外出の途中では、電線を見るために上

を向き、前後を向けば周囲の車の種類を言い当

てて･･･。飽きることのない一緒の時間を過ごし

ました。 

 この１年間で身長がとても伸びて、心も体も

成長したように思いますが、本人はどう感じて

いるのかな？４月からは小学部最高学年になり

ます。頼れるお兄さんになる！よね。 

（文責：松岡） 

 

                                

 

 

 

 

 

 

【 ５ 室 】 

 

昨年の４月、「格好いい男になる！」と宣言

していた C さん。鏡で身だしなみをチェックし

て､相手にどう見られるか意識しています。ま

た､たくさん食べ､たくさん寝て､たくさん身体

を動かした結果､４月に比べると一回り身体が

大きくなり、少しずつ大人びた顔つきにもなっ

てきました。時には、男性指導員に対して腹を

割った相談や㊙話もするようになり、良い意味

で「本当の男」から「格好いい男」に近づきつ

つある今日この頃です。 

 ４月からはいよいよ小学部最高学年になりま

す。外面・内面ともにさらに磨きをかけて、後

輩を引っ張っていく頼もしい先輩であってほし

いと願っています。      （文責：北島） 

 

 

 

 

 

 

 



【 ７ 室 】 

 

 中学部３年生の D さんは受検が終わり、ほっ

とした日々を過ごしています。下校後に机に向

かい、学習する姿は見られますが、合間には漫

画を読んだり、ゲームをしたりと余暇の時間も

充実しています。最近では同室の E さんとの距

離が縮まり、楽しそうに過ごす様子が見られる

ようになりました。高校生活への不安はある様

子ですが、寄宿舎生活のベテランさんです。今

までの経験を生かして、高校生活をエンジョイ

してください。みんなで応援しています。 

 小学部１年生の E さんは毎日、意欲的に算数

や漢字、絵日記などの宿題に取り組んでいます。

丁寧に漢字を書いたり、読んでいる人にわかり

やすく日記を書いたり、真剣に学習に取り組む

姿勢は見習いたいと思います。余暇時間はピア

ノを弾いたり、本を読んだり、ストレッチをし

たり、笑顔で楽しそうに過ごしています。最近

は D さんとのコミュニケーションが増えてき

ていたので、卒業すると「寂しいね。」と話し

ています。 

 今年度は一緒にカラオケに行ったり、ラーメ

ンを食べたり、アイスクリームを食べたり、買

い物をしたり楽しい時間を過ごせましたね。よ

い思い出ができました。４月からは離れたとこ

ろで過ごしますが、お互いまた会える日を楽し

みに過ごしましょう。 

保護者のみなさま、１年間御理解、御協力あ

りがとうございました。    （文責：菅原） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寮務主任・舎監の御挨拶 

 

 

【 寮務主任 】 

 

 A さん、D さん、御卒業おめでとうございま

す。B さん、C さん、E さん御進級おめでとう

ございます。卒業された２人は新天地での新た

な生活に今から胸を躍らせていることでしょ

う。環境や人間関係が変わることで壁にぶつか

ることもあると思います。そんなときは旭聾の

寄宿舎で指導者や友達と楽しく笑い合いながら

過ごした日々を思い出してみてください。 

進級される３人も勉強がより難しくなり、い

ろいろなことに対する思いなどが湧いてくると

思います。行き詰まったときは、君を厳しくも

あたたく迎えてくれる指導員や一緒にいる友達

に打ち明けてみてはどうでしょうか。きっと話

すだけでも少しは心が軽くなり、また前を向く

力が出てくることでしょう。2026年度も皆さ

んにとって実り多く、笑顔あふれる一年となれ

るよう、陰ながら応援しています。 

改めて、御卒業・御進級おめでとうございま

す。 

中井 智子 

 

【 舎 監 】 

 

A さん、D さん、御卒業おめでとうございま

す。B さん、C さん、E さん、進級おめでとう

ございます。 

この 1 年間、皆さんの元気な挨拶に元気づけ

られました。 宿題や勉強はもちろん、当番や係

の仕事にも一生懸命取り組んでいましたね。時

には友達と意見がぶつかり、悩んだこともあっ

たと思います。ですが、この旭川聾学校寄宿舎

で共に笑い、共に乗り越えてきた経験は、これ

から先必ず皆さんの力強い支えになります。４

月から始まる新しい生活が、光り輝く素晴らし

いものになるよう、心から応援しています。 

荒井 紀子 

 

 



異動の御挨拶    

 

 御卒業、修了おめでとうございます。 

９年という年月は長いようであっという間でし

た。母校で働くことができてとても幸せな９年

間となりました。毎日子どもたちと遊んだり勉

強をしたり、一緒にご飯を食べたり、ゲームの

話をたくさんしたりと１日１日がとても濃い時

間でした。明るく元気な子どもたちに癒やされ

ながら、毎日を楽しく過ごすことができました。

その一方で、先生として大先輩として子どもた

ちに何を残すことができたのだろうかと思いま

す。 

 ４月からは、第２の母校である高等聾学校に

行きます。高校生を相手に期待と不安で胸がい

っぱいですが、本校でのかけがえのない経験を

糧にこれからも精進してまいります。 

 長い間、お世話になりました。ありがとうご

ざいました。           吉田 渚 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

     

お知らせ 
 

現在寄宿舎にある衣類や寝具のサイズが体に

合っているかどうか、記名漏れや記名が薄くな

っていないかなど御確認いただけると助かりま

す。また、お子様自身で整理しやすいように御

配慮お願いします。 

 

４月 10 日（金）13 時より寄宿舎食堂にて

令和８年度の保護者懇談会を行います。寄宿舎

の生活に関すること、保護者の皆様へのお願い

などにつきまして御説明しますので、ぜひ御出

席ください。 

４月行事予定 

  

４月 ７日（火） 13:00～開舎 

４月 ８日（水） 入学式、始業式、着任式 

４月 10日（金） 寄宿舎保護者懇談会  

４月 15日（水） 進級を祝う会 

４月 29日（水） 全体外出 

 

 

 

お別れ会から        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


